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はじめに

　カイサカネラン Neottia japonica (M. Furuse) K. 
Inoueは日本固有のラン科植物で，山梨県と長野
県より報告されてきた（Furuse & Chen 1988 ; 今
井・井上 1998）が，近年になって報告者の 1人
である滝田が北海道新産として報告した（滝田
2001）．これは報告者の 1人である内田が知床半
島で 2000年に採集した標本に基づいており，滝
田（2001）によって本種がモイワナズナなどにみ
られる本州中部地方と北海道との隔離分布を示す
植物であることが明らかになった．
　本種は環境庁版レッドデータブック（環境庁自
然保護局野生生物課 2000）および北海道版レッド
データブック（北海道環境生活部環境室自然環境
課 2001）では絶滅危惧植物として選定されていな
いが，2002年には長野県版レッドデータブックで
絶滅危惧 IA類（CR）と判定されており（長野県
自然保護研究所・長野県生活環境部環境自然保護
課 2002），現在本州では稀な植物であることがわ
かっている．従って環境省および北海道のレッド
データブックにおいても今後の改訂の際に調査・
選定対象となると考えられるが，北海道における
分布，および現存量については明らかになってい
ない．ここでは北海道内の植物標本庫の調査に
よって得られた北海道の産地について報告する．

結果と考察

　標本調査によって明らかになった 6産地につい

て Fig.に示す．標本によって得られた本種の分布
は北海道東部に偏っていた．また，標本はサカネラ
ンNeottia nidus-avis (L.) Rich. var. manshurica Kom.
と誤同定されていることが多かった．
　本種の北海道における標本は現在のところ極め
て少ない．これはカイサカネランの産地および現
存量の少なさを示すものだが，開花期が 8–9月と
他のラン科植物と比べて遅いことから，これまで
の植物相調査では見逃されていた可能性もある．
従って今回明らかになった産地における現状の把
握に加え，北海道全域での 9月を中心とした調査
による分布域の確定が急がれる．
　なお，本種は他の北海道産サカネラン属Neottia
とは，（1）植物体および花被片が緑色で全体に白

Fig. Distribution map of Neottia japonica in Hokkaido.
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色毛が散生すること，（2）唇弁が短く，他の花被片
とくらべてやや長い程度で，先端が 3裂する（中
央の裂片はときに非常に小さくなる）こと，（3）
花期が 8–9月と遅いことから容易に区別するこ
とができる．
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